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1．会社概要

２レアメタルリサイクルの取り組み

3．中国でのＥＩＤ(環境開発）

プラスチックリサイクル化学研究会

ｰ

『ビジネス

としての

リサイクル」

平成22年９月２１日

株式会社リーテム

取締役会長中島賢
１

ｰ

1909年

1951年6月

1970年1０月

1997句割月

1998年７月

2001年１月

2001年６月

2005年５月

2005年11月

2006年８月

2006年11月

2007年１２月

2008年７月

2010年3月

：創業

：法人組織に改め､株式会社中島商店とする

：現･水戸工場を茨城県に建設

：株式会社リーテムに社名を変更

：リサイクルの全国ネットワークJ･RICを組織化

：環境マネジメントの国際規格ＩＳＯ14001取得
Ｉリーテム環境報告書発行開始

，大田区城南島に東京工場竣工

情報セキュリティのBS7799／ISMS認証取得

リーテムCSR報告書発行開始

情報セキユリテイマネジメントシステムをISO27001へ移行
環境大臣がリーテム東京工場を視察

天皇陛下がリーテム東京工場を視察

鳩山内閣総理大臣がリーテム東京工場を視察

1909年創業､1951年株式会社設立

事業所東京工場(東京スーパーエコタウン内)／茨城県水戸工場

従業員数約150名

許可産業廃棄物処分業､産業廃棄物収集運搬業､一般廃棄物

処分業､第一種フロン類回収業､一般建築業､倉庫業、

古物商､金属くず商
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：平成7年度再資源化開発事業表彰(財)クリーン･ジャパン･センター(CJC)『会長賞』受賞
：リーテム水戸工場が茨城県リサイクル優良事業所に認定

：第２回日本環境経営大賞『環境経営優秀賞』受賞

：リーテム東京工場がTheChicagoAthenaeumの2007IntemationalA1℃hitecturalAwaIdを受賞
：リーテム東京工場が大田区『優工場』に認定され､『まちに優しい部門賞』を受賞
：第４回LCA日本フォーラム表彰で『経済産業省産業技術環境局長賞』を受賞
：東京商工会議所第六回｢勇気ある経営大賞｣優秀賞受賞

：第３回3R推進全国大会環境大臣賞｢循環型社会形成推進功労者等環境大臣表彰｣を受賞

＠２０１０Ｒｅ可emCorporation・ＡｌＩｎｇｈｔｓｒｅｓｅｒｖｅｄ．
ｃ２０１０Ｒｅ－ＴｅｍＣｏｒｐＯｒａｔｉｏｎ､Ａｌｌ同ghtSreserved．
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東京本社し

I旧本社屋］

ぐ水戸工場

５

東京工場傍
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サステイナブドルなＪ§瓢
嫁株式会社リーテム取締役会長

＞経済産業省

・産業構造審議会委員

・使用済小型家電からのレアメタルの回収及び適正処理に関する研究会委員
・IEC(電子機器リサイクル国際標準化委員会）委員

＞環境省

・中央環境審議会専門委員

・レアﾒﾀﾙリサイクル技術ＷＧ委員

・アジアにおける3R技術･事業評価検討会

＞早稲田大学環境総合研究センター客員研究員
＞早稲田大学理工学術院講師（非常勤）

＞（社)未踏科学技術協会SPEED研究会会員

＞（社)日本鉄リサイクルエ業会

・環境委員会委員長

・茨城部会会長

・運営委員会委員

＞国際アジア生産性機構APO緑の生産性GP諮問委員会委員
＞いばらきイノベーション戦略ＷＧ再資源化タスクチーム委員
>全国環境ビジネス連合会理事

公平で平和なコミュニティ

１こ、

的でエコなライフスタイル
の少ない社会

、文化、人を優先した社会
の創出
を超えた共生

；社会の実現の
:グローバルな
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､｢EUにとって不可欠な鉱物資源(CriticalrawmaterialsfOrtheEU)｣という報
告書を発表した(６月１７日）

EUにとって不可欠な14種の鉱物資源が選ばれている｡選ばれた'4種とは､アンチモン、

ベリリウム､コバルト､フローライト(蛍石:CaF2)､ガリウム､ゲルマニ
ウム､グラファイト､インジウム､マグネシウム､ニオブ､ＰＧＭs(白金
族)､レアアース､タンタル及びタングステンである。

＞供給不足に陥るリスク

生産国の政治･経済の安定性
生産の集中度

代替可能性及びリサイクル率による供給リスク

>環境面のカントリーリスク

資源国の環境保護の状況が鉱物資源の輸入先として適切かどうか

[2]EU域内からの持続的供給体制の確立に向けた
環境整備

[３１リサイクルや省資源化の推進による鉱物資源消費
の削減の加速化

J空気息水さ食料の安定f再i
jLiL廃棄物gエネル等一問題
毎J土地と建物の活用問題い
ぶ無公害（騒音。熱・光）
豆自然との調和
(気候変動・温暖化）

持続可能なJ経済発展JJJⅢ
エネルギ＝fの効率利用
物流システムの高度化
グローバル･ビジネス
都市型農業

リ

心｡

ＥＵ:欧州鉱物資源戦略､レアアース､PGM等14種の鉱物資源を不可欠なものと選定

欧州鉱物資源戦略

[1]国際市場における鉱物資源アクセスの確保



こ）

環境省使用済小型家電の回収モデル事業の概要
（平成20年度～22年度）

レアメタノＬ

回収事業

、小型家電
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ﾚｱﾒﾀﾙの重要性
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組成調査ＪｆＪＪ
･小型家電含有金属の組成飼査
、産物の組成調査など
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資源の供給不安

・資源の枯渇

・政治的不安や政策による輸出ｽﾄｯプなど

９
使用済｜
小型家電

人口の増加

環境分野など
選別＝
［磁選渦電流選別分級など｛機械破砕
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本年度は事業の最終年度となるため､とりまとめと位置付け、
より社会システムとしての実現性を考慮した分析を進めていく。
各段階における課題の抽出や経済性について検討を実施。
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製錬での評価
・レアメタルも含めた製錬に

おけるレアメタルの回収など

有害物質
・レアメタルや重金属などの
溶出量調査など
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一般的な金
・回収される金属
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地域ｲぺﾝﾄで小型家電回収
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事業の背景

リサイクルやレアメタルにつ

いての展示物やクイズ

家庭に退蔵一般ごみに混
・排出の拒否。埋立など
・適切な廃棄方法が不明
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遁切に回皿 、CＱ
熊逗区蕊撰

環境省使用済小型家電の回収モデル事業の概要
（平成20年度～22年度） 環境教育

実際に炉に入れて評価するためには､量が必要
(本年度は量を増やして評価する予定）

イベント回収
地域イペントで小型家電回収・特徴的な部品にレアメタルが含有(スピーカー;Ｎｄ･Ｄｙ振動モーター;Ｗなど）

・レアメタルや金などの貴金属が多く含まれる品目とそうでない品目がある
小型家電の解体
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効率的回収が必要（本年度はルートの効率化を検討）

有害物質が含まれる部品も存在する。
一部､破砕･選別後のもので有害物質が溶出する可能性のあるものも存在



リサイクルシステムの経済性評価について
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使用済小型家電からのレアメタルの回収及び適正処理に関する研究会

リサイクルシステムワーキンググループ

盃躯雛Iうて至登
ＪＷ蜘緬卿
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環境省大臣官房廃棄物･リサイクル対策部企画課リサイクル推進室
経済産業省産業技術環境局リサイクル推進課

シ１

全

(1)経済性評価の進め方 (1)経済性評価の進め方

各段階の範囲:静脈物流関係 二つのシナリオの違い;中間処理
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レアﾒﾀﾙ回収
鮒来型ﾚｱﾒﾀﾙ回収シナリオ
〆～ー＝一＝一一浄~ミ
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②ﾚｱﾒﾀﾙ重点回収シナリオ

j鯉鵜；

中間処理

ﾚｱﾒﾀﾙ専門ﾒー ｶー

腰砕･濃周痩僻･渓】姻蝉･壌胤
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（１）経済性評価の進め方

雲平価シナリオ

１６１１１ハｉ棚

小型家電回収
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書籍書：最終、

金属回収
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縦来型ﾚｱﾒﾀﾙ

回収ｼナリオ

②ﾚｱﾒﾀﾙ重点

回収ｼﾅﾘｵ

ぺーｽﾒﾀﾙ貴金属回収を主

体としつつ､既存の製錬施設で
回収可能なﾚｱﾒﾀﾙを回収

中間処理において徹底した事前
選別｡濃縮を実施し､資源戦略
上の重要性等の観点から可能
な限り多くのﾚｱﾒﾀﾙを回収

べーｽﾒﾀﾙ・貴金属の離度

がある程度高く､回収対象とす６
ﾚｱﾒﾀﾙも-定雛含有した
小型家電

→潜在的回収可能量､ﾚｱﾒﾀ

ﾙ含有量､ﾘｻｲｸﾙ対象とす５

鉱種によって､回収対象とす§
品目の範囲を決定
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資源の安定供給
効果

資源化の問題

(2)システム全体の費用対効果

費用対効果分析の考え方
使用済小型家電の潜在的回収可能量
に含まれるレアﾒﾀﾙは350トン(輸入
量に占める割合は0.2％)と見込まれ、
国内資源として活用可能。

･一般廃棄物として処分されていた小型家電から資源を回
収することが可能となる。

･鉱山からの供給を代替する機能となり､国際的な需給の
逼迫や供給障害等が発生した場合､安定供給確保に対す
る補完的貢献となる。

･技術を有することが生産国の貿易政策や供給調整に対
する牽制となる。費用便益分析的評価

重点1口

定性的評価
最終処分場延命
効果

以下の最終処分場延命効果あり。

･679,3／年（回収率10％）

･2,037,3／年(回収率3096）

(最終処分場残余容量に占める割合は

一年分で0.0016％）

経済効率性

資源の安定供給効果

最終処分場延命効果

有害物質環境影響改善効果

有害物質健康影響改善効果

地球環境改善効果

金属価格安定化効果

○

○
○

有害物質環境

影響改善効果

有害物質健康
影響改善効果

｡小型家電のプリント基板には､ハザード情報に基づき注
意が必要とされたペリリウム､クロム､アンチモン等､水銀
以外の全ての元素が､数百ppm～パーセントオーダーで含
有されており､小型家電のプリント基板､部品･部位及びそ
れらの中間処理産物を対象とした溶出試験でもｶドﾐｳﾑ、
鉛､砥素､水銀については､一部の分析対象から一定量が
検出されている｡現状では小型家電は一般廃棄物として最
終処分場に埋立処分されているが､リサイクルシステムが
構築された場合には､リサイクル工程の中で有害物質が適
切に処理されることになり｡環境影響の改善効果(大気･水
域･土壌等を通じた生態系への有害物質の曝露量の減少
等)や健康影響の改善効果(作業環境における人体への
有害物質の曝露量の減少等)が期待される。

･使用済小型家電のﾘｻｲｸﾙにより天然資源使用量を削
減することで､TMR(物質総需要量)の削減や温室効果ガ
ス排出量の削減等の効果が期待される画

○
○
○
○

地球環境改善
効果

一ＯＥ
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ＯＴ

(3)ﾘｻｲｸﾙシステムの各段階における採算性評価

評価結果 国家戦略としての資源の確保

回収の問題

利益

１，壷一費用収／停覇

製藻一Iplm >有効な回収システムをつくる
>海外への流出をふせぐ

凹収(貫源ごみ回収と同時実施）Ｉ５６４

平間処理（1嚇男

夏貞1回

制度設計(法律･経済的手法）

金属回収①従来型ﾚｱﾒﾀﾙ回班

>技術の問題

>価格の問題

吟

【中間処理のｼﾅﾘｵ①と②の関係】
追加ｺｽﾄに見合わない追加収益のため利益が低下 溺牒中間処理の収益

=金属回収の原料ｺスト

>税制(インセンティブ税制など）

>補助金(技術促進のための助成金など）
>固定価格買取制度(国家備蓄）
>法律(廃掃法･家電リサイクル法など）

i鱗譲

覗益

金属回収中間処理

ｍｑ
ｌＤ,

ｼﾅﾘｵ①中間処理ｼﾅﾘｵ②中間処理
１

蕊 もし一定の利益を
確保しようとすると…



【製錬各社の取り組みと回収可能元素】
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く製錬各社の取り組み＞
DOWＡグループ:2007年に新型炉(TSL炉)を秋田県小坂町に建設｡従来の自溶炉では温度管理のため
リサイクル原料の投入量に制限があり30%程度だったが､新型炉はリサイクル原料100%でも対応でき
る設計となっている｡湿式工程と組み合わせることで数多くのレアメタルを含む19元素を回収する事が
可能である。

日鉱グループ:｢日立ﾒﾀﾙ･リサイクリング･コンプレックス計画(HMC計画)｣と称して､茨城県日立市
に複合プラントを建設､2008年から稼働している｡湿式処理を併用することにより錫､ニッケル､アンチ
モン､ビスマスなどを回収する事ができる。

三菱マテリアル:1991年三菱連続製銅炉を直島に建設｡直島製錬所で産出される金銀スライムは貴
金属抽出工程に送られ､貴金属の他､セレンやテルルを回収している｡また､鉛製錬工程ではビスマ
スを回収する事が可能である。

今

く回収可能元素＞

①DOWA:Ni,Cu,Zn,Ｇａ,Ｇｅ,Se,Ｒｈ,P｡,Ag,Cd,In,Sn,Sb,TE,Pt,Ａｕ,Pb,Ｂｉ…18元素
②日鉱:Cu,Ａｕ,Ag,Pt,P｡,Rh,Ru,lnCd,Zn,Pb,Sn,Ｂｉ,Sb,Ｎｉ,1,...16元素
③三菱マテリアル:Au,Ag,Pt,Pd,Se,Te,Sn,Ｐｂ,Ｂｉ,In,Ｎｉ,Ｃｕ…12元素
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平成21年度経済産業省委託事業

｢アジア大の3Ｒネットワーク構築プロジエクト

ー地域間連携によるTEDA資源循環経済構築に関する調査検討事業」
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SoIutions

エコセンターとI土：

EEo-mdustrmIDeveIopment

３寺続可能な革新の為の中継機能 ＋
＝研究施設フロア

『＝~可管理事務所･コンサルティング

|雪雲罫技術･環境教育などの展示

エコセンターの概要
太陽エネルギー再生設艦

－ル

マネジメント機能

瀞議 ①情報集約機能
(人･モノ･金･エネルギー､その他環境影響要因すべて

②効率的運営機能
(管理効率アップ､コスト削減､環境影響低減）

③資源再生最適化機能
(都市､地域内の資源再利用･循環のコントロール）

④管理レベルの向上機能
(PDCAなどによる管理レベルの定期的チェックと改善）

蕊 (人･モノ･金･エネルギー､その他環境影響要因すべてのフロー情報）

蕊i蕊､1愚‘Miiil1l識11蕊謹謬
識鱗譲

、ZOO9株式会社ﾘーﾃﾑ禁複写.禁転載'７ 1月

へ。

TEDA資源循環経済構築に関する調査
概要

H四年度調査の全体像

i雲蕊

ＴＥＤＡｉ′象〆ステムＴＥＤＡ賭 討･ロートマ､、‐‐
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実施期間：2009年８月～2010年3月

言溺鍵篠

瀞

目的：天津経済技術開発区(TEDA)地区で

進められている循環型経済構築に
向けた取組みに対し､茨城地域の活動
経験をどのように活かせるか、

民間レベルでの互恵的環境技術協力は

可能か､調査検討すること。
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実施場所：天津市天津海漬(びんはい)新区内
ＴＥＤＡ地区
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H四年度調査の結果その２
TEDA地区において資源循環システムを構築しようとする際の主要な課
題として､次のような行政側の課題と企業側の課題が明らかになった。
法制度は整っているものの管理体制等が不十分で法規制の効果が十
分に得られていないこと､リサイクルや適正処分のためのインフラが十
分に整備されていないことが問題点としてあげられる。

茨城県一TEDA協力事業案：

TEDA側のニーズ･課題と茨城地域のシーズを踏まえ､政策面､資源循
環面､環境技術面の観点から､次の協力事業を提案した。

提案内容：
行政側の課題:①関連法規制の内容周知

②コンブライアンス状況のチェック体制の充実
③資源･廃棄物のフローの定量的な整理

④廃棄物処理･リサイクルに関する企業への情報提供
企業側の課題:①自社の環境影響に対する認識の改善と環境影響の

把握

②管理体制不十分､資金不足､技術不足の解消
③経済的ﾒﾘｯﾄの見える化

④リサイクル･廃棄物処理事業者が少ないことへの対策
⑤リサイクル･廃棄物処理関連の情報不足への対策

リーテムが提案したセンターのコンセプトデザイン：

》

薗率苧

日本ざ茨城県の廃棄物
行政の事例籍介訂jL二

TEDA企業を対象とし
たさより広範なﾏﾃﾘｱ
ﾙﾌﾛｰの調査､分析

環境ｲﾝﾌﾗ整備の支援；
･高効率廃棄物発電施設
・水資源再生施設ｊ丸

・再資源化施設ＪＪＪ資源フロー情報報告制
度導入の支f援ＨＪＴ

環境教育セミナ三＆Ｌ
トレーニングＪＨ

厩間mNmm固珊トレーニング＆ショールーム

霊露謂霊弱マネジメント＆サービス

■悪翻翫麺§情報＆環境技術展示
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TEDA低炭素経済促進センター センターが計画するＳつの機能
Ｈ22年度調査の②低炭素経済促進センターへの提案は､2009年11月

に北京で開催された｢日中省エネルギー･環境フォーラム｣でリーテムが
TEDAと省エネ･環境に関する協力枠組みとして正式合意した｢低炭素
経済促進センター構想｣が始まりとなっています。 灘
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H四年度調査の結果その可
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漬海低炭素経済促進センター

＝（現)TEDA低炭素経済促進センター


